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３
月
20
日
、
南
島
原
市
市
制
施
行

10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
合
併

時
の
町
長
、
議
長
を
は
じ
め
、
行
政

関
係
者
、
各
種
団
体
な
ど
約
５
０
０

人
が
集
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
記
念
表
彰
な
ど
合
併

お
よ
び
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
に
対
す
る
表
彰
を
行
い
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
邦
楽
麗
調
会
に

よ
る
琴
や
太
鼓
の
演
奏
で
式
典
を
彩

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
市
内
の

コ
ー
ラ
ス
団
体
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

大
地
へ
の
感
謝
を
歌
う「
大
地
讃
頌
」

な
ど
を
合
唱
し
、
迫
力
あ
る
歌
を
会

場
に
響
か
せ
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
合
併
前
の
写
真
を
展

示
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
企
画
展
や
10

年
間
を
歴
代
の
広
報
紙
で
振
り
返
る

10
年
の
歩
み
展
な
ど
を
開
催
し
、
来

場
者
は
昔
を
懐
か
し
み
足
を
止
め
て

い
ま
し
た
。
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　平成18年3月31日に深江町、布津町、
有家町、西有家町、北有馬町、南有
馬町、口之津町、加津佐町の８町合
併により、南島原市が誕生して10
年という節目の年を迎えました。
　合併以来、本市は「南向きに生き
よう！みんなが主役 “ 市民協働のま
ちづくり ”」を理念に、そして、太
陽の恵みと世界遺産のまち南島原を
将来像に掲げ、均衡ある発展を目指
して様々な施策に取り組んでまいり
ました。
　南島原市は、全国第２位の生産量
を誇る手延そうめんをはじめ、普賢
岳や有明海の恩恵を受けた農林水産
物が豊富で、酒・みそ・醤油など、
加工品の製造も盛んなまちです。
　また、世界ジオパークに国内で初
めて認定された島原半島ジオパーク
や県内で２番目に認定を受けた九州
オルレ南島原コースに代表される自
然、世界遺産登録を目指している「長
崎の教会群とキリスト教関連遺産」
の構成資産である日野江城跡、原城
跡など歴史あるまちでもあります。
　近年では、農林漁業体験民泊も大
変好評をいただいており、年間１万
人を超える方々が本市を訪れ、経済
の活性化にもつながっております。
　このように本市は、様々な魅力に
溢れております。この魅力を市民の
皆様をはじめ、県内外や海外の皆様
にもお届けし、住み続けたいまち、
住んでみたいまちの実現に向け、市
民の皆様と共に考え、歩んでまいり
たいと考えております。
　市制施行10年の節目にあたり、こ
れまでご協力いただきました市民の
皆様をはじめ、関係皆様に深い感謝
と敬意を表するとともに、南島原市
の更なる発展のためにもお力添えを
賜りますようお願い申し上げます。

南島原市長

松 本  政 博

市長あいさつ
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町
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献
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よ
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績
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保
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衛
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環
境
保
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貢
献
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績
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顕
著

な
も
の

交

通

安

全

功
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交
通
安
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、治
安
の
維
持
に
貢
献
し
、
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功
績
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特
に
顕
著
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も
の

1式辞では市長が合併から今日までの歩みを振り返り、関
係者の皆様へ感謝の意を表しました

2受賞者を代表して「皆さんと再会し、当時の記憶がよみ
がえる。これからもいち市民として市の発展に協力し
たい」とあいさつした元山芳晴さん

3市内のコーラス団体が1つに
4邦楽麗調会による演奏

南島原市誕生から10年の門出を祝う
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